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聞き手／矢吹光一聞き手／矢吹光一
一般財団法人とうほう地域総合研究所 理事長一般財団法人とうほう地域総合研究所 理事長

300年続く文化の継承者、 
継なぐものと継ながれるもの

 ● 遠藤　俊英（えんどう としひで）さん

1959年、山梨県生まれ。山梨県立甲府南高校卒業後、東京大学法学部を経て、1982年、旧大蔵省に入省。1984年、 
ロンドン大学（LSE）に留学。1988年、広島国税局 米子税務署長。2014年、検査局長、2015年監督局長を歴任後、 
2018年から第10代金融庁長官を務め2020年退官。2023年６月からソニーフィナンシャルグループ株式会社  
代表取締役社長 兼 CEO（現 代表執行役 社長 CEO）。

宗像窯
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TOP Interview トップインタビュー

１．宗像窯の歴史

矢吹 宗像窯のご先祖様は元々福岡県の宗像大社のご関係者で、
767年に布教のため会津に移り住まれたのですか。

利浩 そうですね。九州から東北へというと遠いイメージですが、
当時会津は大和政権とも繋がりが深く、文化が栄えていたた
め近く感じたのではないでしょうか。

矢吹 こちらにいらしてから約千年後の1719年に宗像窯を創業さ
れて、そこから約300年間代々続けてこられて利浩さんで８代
目になる訳ですが、これだけ長い間脈々と繋がれてきた秘訣
についてお聞きしたいのですが。

利浩 まずは、後継者になるには向き不向きや、ある程度の技術が必要になるので、必ずしも長男が引
き継いできたわけではなく、婿を取った時期もありました。私の父の場合、本当は野口英世を目指
して医者になりたかったのですが、結局、両親の姿を見て少しでも役に立てたらと思って継いだの
ではないでしょうか。私が思うには、宗像窯が豊かで順調だったら、父は医者になったかもしれま
せんね。

矢吹 伝統工芸は文化の継承ですから、誰でもできるものではないと思いますが。

利浩 そうですね、今と違って５代目以前は最低限度の技術が必要だったので、本当に不器用な人はも
うその時点で違う道へ進まれたと思います。

２．ご経歴（利浩さん）と伝統の継承について

矢吹 利浩さんは京都の嵯峨美術短期大学へ進学されましたが、それはご自身が窯元を継ごうと思って
進学された訳ですか。

利浩 京都に対する憧れや、小学生時代の恩師で京都外語大学創立者の森田先生※と縁のある方の勧めも
あり、県立会津工業高校（窯業科：現セラミック化学科）から推薦をいただいて進学しました。私は、
どうしても大学に行きたいというまでの気持ちは無かったのですが、一方で実家を出たいという気
持ちがあって、大学進学がいいチャンスになりました。まだ、当時は焼き物で何とか食べていける
時代だったのと、兄妹も妹二人で男は自分一人だったので、父の姿を見て自然と後を継いでもいい
だろうなと思っていました。

�
※�京都外国語大学：会津出身の森田一郎、倭

し ず

文子夫妻により前身の外国語学校として1947年に発足。「言葉を通して世界の平和を」
を建学の精神とし、「不撓不屈」を教育・研究の基本精神としている。

宗像窯 八代 宗像利浩さん
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矢吹� 大学卒業後、島根県出雲の出西窯で３年間修業されましたが、どういう理由で行かれたのでしょ
うか。

利�浩� 家から離れたところで修業をしたかったことと、出西窯の代
表の方と父が知り合いで、「行ってみたらどうだ」と勧められた
ので、迷わずに行きました。そこは「柳 宗悦」※と関係が深く、
民藝運動の方がよく出入りし、時々哲学者の山本空外上人が講
演に来られるような窯でした。そこで、今も覚えていますが、「河
井寛次郎」※の「仕事のうた」から「仕事が仕事をしています」
を毎朝、復唱したり、空外上人からは「自分が作るのではなく
作らせていただいている」と教わりましたが、若い頃は自分の
ものを作りたいという気持ちが強かったですね。今になってそ
の意味が少しずつ見えてきました。

矢吹 その意味がわかり始めたのはいつぐらいからですか。

利浩 そうですね、20代の終わり頃に「井戸茶碗」※に触れてからですね。井戸茶碗は奥に潜んでいるも
のがあって、冷たいお茶が入っていても持った瞬間に温かく感じるような五感で感じるものがある
のです。それは目に見えない部分ですが、技術以外にそういう目に見えないものが作品に含まれて
いるのです。

矢吹 経験の積み重ねで見えてきたのですか。

利浩 修業先から帰ってきた頃は、自
分を高めようともがいていました。
自分のものを作ろうと思っていろ
いろなことをやりましたが、父か
ら与えられた「なんのてらいもな
い作品」を作るのさえ難しい状況
でした。自分は何者なのかという
ことさえ分からなくなるくらいで
した。しかし、作陶を続ける中で
多くのご縁を頂くうちに、徐々に
意識が変わって前向きになりまし
たが、悩みは多かったですね。

�
※�柳 宗悦（1889～1961）：日本の美術評論家、宗教哲学者、思想家、民藝運動の主唱者。民衆の暮らしの中から生まれた工芸の
美しさに着目し、1936年に日本民藝館を設立。

※河井寛次郎（1890～1966）：日本の陶芸家、随筆家。柳 宗悦、濱田庄司とともに民藝運動で活躍。
※井戸茶碗：高麗茶碗の一種で、日本の茶道具としての呼称。茶碗の王者ともいわれている。
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矢吹 その頃、お父さんは現役で仕事をされていたのですか。

利浩 父は第一線で隆盛を誇っていました。今は、父のプレッシャーがあって良かったと思いますが、当
時はもの凄いプレッシャーがあって窯元を引き継いでも父の存在が大きく私が代表というイメージ
はなかったような気がします。その後、父は二年前に亡くなりましたが、やっぱりなんでも理解し
てくれる親だとお互い成長しないような気がします。

矢吹� お父さんとはいろんな話や、焼き物技術について意見交換をされたのですか。

利浩� 勿論そうですが、どちらかというと父の後姿をきちんと見られたのがありがたかったですね。父
は医者を目指したくらいですから、成績も優秀で会津中学（現会津高校）に進学しましたが、家を
継ぐからと途中で辞めました。そのときの苦しみは大変だったと思います。しかし、父が家を継い
でくれたおかげで、今の私があるような気がします。

矢吹 お母さんも相当ご苦労されたそうですね。

利浩 当時は、問屋さんと分業して窯元が自宅で作品を売ることは、ほとんどなかったのではないでしょ
うか。そのため、母は自分でお客様を開拓して引き寄せていました。父は仕事がきちんとできたので、
母と両輪でしっかり伸ばしたのだと思います。

江戸中期に造られた登り窯が東日本大震災で被災しましたが「宗像窯江戸中期に造られた登り窯が東日本大震災で被災しましたが「宗像窯
登り窯再生プロジェクト（代表 大塚孝義氏）」が立ち上がり修復され登り窯再生プロジェクト（代表 大塚孝義氏）」が立ち上がり修復され
現在に至っております。現在に至っております。
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３．日本社会の変化と会津の伝統工芸・文化について

矢吹 伝統文化の運営や継承は我々も興味があって、地域全体で取組むべきと思っていますが、社会や
ライフスタイルの変化もあり、必ずしもうまくいっているとは言い切れない状況だと思います。そ
ういう中で、ご子息に継承される上で何を大事にしていらっしゃいますか。

利浩 宗像大社の末裔であることに誇りと慎みを持ち、会津本郷焼が産地として栄えた理由（条件の良
い原料や水等が揃っていた）と、付加価値創造の重要性を伝えていくことです。今だけを見ないで、
土の力は無限大でその本来の力を如何に引き出すかということでしょう。

矢吹 業界で若い作家さんを育てる取組みはされていますか。

利浩 地域おこし協力隊で来られた方が初めて、本郷焼をやりたいと会津美里町の旧本郷地域に窯を開
きました。会津美里町の風土が好きになって、そこを拠点として作陶したい、そういう人が出てく
る時期になってきたのですかね。これからですね。

矢吹 地元の皆さんは、受け入れに前向きで、これを事業化しようという考え方はあるのでしょうか。

利浩 私は、外部の方と提携すると共に、会津美里町の地域全体で本郷焼の価値を共有することが大事
だと思います。よく本郷焼の特徴について聞かれますが、今は世界が近くなっているので、日本の
焼き物が注目されている時期でもあるのですね。世界的に日本の焼き物は一定の評価を得てますから、
日本独自のものをきちんと作れば勝負できると思っています。

４．陶芸家を目指す人たちへ伝えたいこと

矢吹 若い人で作陶される方は、たくさんいらっ
しゃると思いますが、そういう方たちへ何
か一言メッセージをお願いします。

利浩 焼き物は「一焼き、二土、三細工」と言
われますが、一般的には技術を一番に捉え
る意見が多いのですが、結局大事なのは初
めにどういうものを作りたいのかという想
いを持つことなんですね。技術はある程度
頑張れば進歩しますが、作品に対する明確
な想いが無ければ本当の価値は生まれない
ということです。

矢吹 ありがとうございました。 宗像利浩さん（左）　矢吹理事長（右）
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１．ご経歴について

矢吹 東京都立短大を卒業されてから京都伝統工芸専門学校へ進
学されたそうですが、どういう理由だったのでしょうか。

利訓 将来陶芸の道に進むのであれば、なるべく早い段階で陶芸
の技術を学ぶことが大切だと考えていました。そのため、地
元の国立大学にも合格しましたが、20歳から陶芸の道に入ろ
うと思い、また以前から海外の文化にも興味があったため、東
京都立短期大学の文化国際学科に進学しました。卒業後すぐに、
弟子入りの修行の道も考えましたが、京都に伝統を重んじな
がら、実技のカリキュラムが充実した学校があり、また京都
であれば、陶芸以外の日本の伝統文化にも広く接する機会も
多いのではないかと思い、京都伝統工芸専門学校に進学しま
した。

２．伝統の継承と革新について

矢吹 家業を継ぐ決心をされたのはいつ頃だったのでしょうか

利訓 物心ついた頃から、周囲の反応で、ぼんやりと将来は家業を継ぐだろうと思っていましたが、決
心がついたのは高校生の頃に進路を決めた頃です。また当時から、祖父や父が熱意を持って焼き物
作りに取り組んでいる様子を身近で見ていたことも影響が大きかった気がします。

矢吹 伝統技術をベースに、新しいアプローチをする取組みについてお教えください。

利訓 温故知新という言葉があるように、過去の物事や歴史を研究し、そこから新しい知識や見解を得
ることはとても重要だと考えています。伝統工芸は、その土地の風土や文化と密接な関係があり、長
年に渡り受け継がれている技術が用いられています。私も祖先から代々受け継がれてきた伝統の技
術を受け継ぎながら、時には新しい技術も取り入れて、時代に合わせた作品作りに取り組みたいと
思っています。過去には京都で学んだり、若い頃、全国の様々な産地の陶芸を見たりして、これま
で知らなかった技術や作風に感銘を受けた一方で、会津の風土の中で育まれてきた独自の魅力にも
気がつきました。例えば、自然灰を原料にした釉薬もその特徴の一つです。この釉薬では、独自の
光沢や、流れるような複雑なグラデーションの美しさが特徴です。また宗像窯で代々使用してきた
的場陶土にこの釉薬を掛けることで、この土が持つ温かみと力強さが加わります。私も、そんな宗
像窯の伝統技術が生かせる作品作りをしたいと思っています。

　　　自分の作品の特徴について、いくつかご紹介したいと思います。
　　　翠彩は宗像窯伝統の緑釉を改良した釉薬です。この釉薬では、冬の雪景色から、春が訪れてやが
て新緑に染まる会津の自然の移ろいの情景を表現しています。

宗像利訓さん
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　掛分は、違う釉薬を
それぞれ掛け分けて施
釉する技法です。私の
場合、翠彩と鉄釉を掛
分しています。複数の
釉薬が混じり合う箇所
では、さらに複雑なグ
ラデーションが生まれ、
また翠彩の美しさと鉄
釉の重厚感が表現され
ています。
　朱彩は、宗像窯には元々あまりなかった赤い
釉薬ですが、以前から中国の古い陶磁器などを
勉強する中で、宗像窯の伝統技術を応用すれば、
赤の発色は可能ではないかと思い挑戦しました。
赤い色は、人類が最初に認識した色の一つと言
われており、また生命力を象徴する色ともされ
ています。朱彩では、人が根源的に感じる赤の
色彩のエネルギーを込めながらも、趣深い作品
作りを目指しています。

矢吹� 以前、師匠であるお父さんが利訓さんとの会話の中で「ひらめきを感じることが多々ある」と話
されましたが、作家同士の会話から化学反応のようにひらめきやアイデアが生まれたのでしょうか。

利訓 今でも、日頃仕事をする中で、父から学ぶことは大変多いです。また、同じ陶芸の仕事をしてい
ますが、世代が異なりそれぞれの考えや個性もあるので、自分とは違う視点からの発想に気づきが
あったり、普段の何気ない会話からヒントやアイデアを得る事は多い気がします。

矢吹 一般企業の事業承継とは違うかもしれませんが、気を付けていることや、作家ならではのご苦労
についてお教えください。

利訓 会社の事業承継と同時に、伝統の技術も受け継がなければならないため、今後は双方をよりバラ
ンスよく行わなければならないと思っています。また、ここ数年の国内の状況や海外の日本の伝統
工芸への関心の高さなどを考慮して、これまでのお客様を大切にしながら新たな客層にもアプロー
チしていければと思っています。作家ならではの苦労は、伝統を受け継ぎながら、その人自身の精
神性や個性が表れる作品が求められることです。例えば、ギャラリーなどで個展を開く際には、個
展のテーマを決めたり、前回とは違う作品作りに努めることもあります。そのような大変さもあり
ますが、窯出しの際に、自分が満足のいく作品が出来上がった際には、非常に大きな達成感があり
ます。

翠彩掛分肩衝花瓶
宗像利訓作
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矢吹 外形的には非常に円滑にしっかりと事業を繋がれている感じがしますが、それはお父さんが息子
さんに対する慈愛ということだけではなく、一人の人間として、作陶家として認めているからでしょ
うね。一方で、これから工房を更に繋いでいく中で、大事にしたいことや後継者として気を付けた
いことはありますか。

利訓 父や祖父もそうですが、これまで多くの方々と様々なご縁をいただいてきたので、そういうご縁
は今後もとても大切にしていきたいと思っています。

矢吹 お父さんは、偶然な出会いや見えないものに生かされている感じがすることについて話していま
すが、お父さんやお爺さんやその先のご先祖様から繋がっていると感じられることはありますか。

利訓 仕事をしている中で、そうした繋がりを感じることは多いです。代々受け継がれてきた伝統の技
術や精神はもちろんですが、今、お付き合いいただいているお客様の中には、私がお会いする以前
から宗像窯と親交があり、応援してくださる方が大変多いので、そのようなご縁にとても感謝して
います。

３．伝統工芸の未来について

矢吹 日常的な器や食器に根差した芸術性についてお教えください。

利訓 器に美しく盛り付けられた料理はとても美
味しそうで魅力的であり、料理の芸術性を高
めます。また、陶器は視覚での見た目の美し
さだけでなく、器を直接手に持って触れるこ
とによる触覚の芸術性も備えていると思います。
触覚は五感の中でも最も原始的な感覚とも言
われています。近年では、アート作品に直接
手で触れて楽しむ展覧会も開催されているよ
うです。作品を観るだけではなく、さらに直
接触れて質感を楽しめることが器の醍醐味で
はないでしょうか。また、その器に内在する
エネルギーや存在感を感じ取ることも大切だ
と思います。陶器は一般的に温かみのある質
感を持っていると言われていますが、これは
陶器の素材である土の有機的な部分に我々人
が無意識に共鳴しているのかもしれません。陶
芸の作品を作る際には、しばしば土と向き合
うという言い方をする場合もあります。器に
料理が盛り付けられることで、その空間が温

福島の進路　2025.05 ● 9



かみのある和やかな雰囲気になり、楽しく思い出深い食事ができたり、酒器で晩酌をした際に、お
酒がより美味しく飲めて、日頃のストレスから解放されたり、自分自身と向き合う時間が持てたり
します。そんな陶器の器が日常で身近にあることにより、その人の人生を少しでも豊かにする手助
けになればと思います。

矢吹 伝統工芸に限らず本来あるべき芸術教育とはどのようにお考えですか。

利訓 芸術を鑑賞することにより、心理的なストレスが軽減される上に、深い洞察力や審美眼が養われ、
直感力が鍛えられます。また様々なアートに触れることにより視野が広がります。一方、アート作
品を制作する過程では、自ずと自分の内側なる声に耳を傾けて、自分自身と向き合う機会になり、創
造性が育まれます。また作品を完成させ、それが評価される経験は、その人の自己肯定感を高め、さ
らに挑戦する意欲が増すことにもつながります。芸術と接することが、人間性の形成にも大きな影
響を与え、その人自身の成長につながることが大切だと思います。

４．陶芸家を目指す人たちへ伝えたいこと

矢吹 窯元の後継者の立場から、陶芸家を目指す人たちを励まし、背中を押していただくような言葉
（エール）をお願い致します。

利訓 海外でも日本の文化に人気が高まる中、陶芸をはじめ日本で長く受け継がれてきた伝統工芸にも
関心がとても高くなっています。海外での個展や展覧会で現地の方と交流すると、日本に関心を持っ
た方が多く、そんな日本の伝統工芸の仕事に携わることができることを誇らしく感じる時があります。
また、科学の発展により機械化が進み、合理化が進む一方で、私たちは人の手から生み出す手仕事の
ものに、より価値を見出すようにもなってきています。また作品が完成するまでの制作過程や、どの
ような場所でどのような人が、どのような思いで制作しているのかという、背景のストーリーも重要
になってきた気がします。厳しい時代で
はありますが、このような時代だからこ
そ、その土地に代々受け継がれてきた伝
統工芸の仕事は、そこにしかない独自性
があり、やりがいも感じると思います。

矢吹 ありがとうございました。

東大寺第224世別当　橋村公英様がご揮毫された
宗像窯展示場入口の扁額 矢吹理事長（左）　宗像利訓さん（右）
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TOP Interview トップインタビュー

宗像窯 八代 宗像利浩展
井戸茶碗に魅せられて

会　　期
5月28日（水）〜6月2日（月）

午前10時～午後7時［最終日午後5時終了］
会　　場

日本橋三越本店 本館６F 美術特選画廊 
東京都中央区日本橋室町1-4-1

宗像利訓個展
会　　期 

10月28日（火）〜11月1日（土）
会　　場 

 Jalona 赤坂
東京都港区赤坂2-6-22

お問い合わせ �

〒969-6127
福島県大沼郡会津美里町字本郷上甲3115
TEL. 0242-56-2174
FAX. 0242-56-3909
E-mail：munakata@w4.dion.ne.jp
URL：https://www.munakatagama.net/

2025年個展スケジュール

宗像窯展示場

瑠璃壷　宗像利浩作 井戸茶碗　宗像利浩作利鉢　宗像利浩作

翠彩掛分鶴首　宗像利訓作
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初めて福島県を代表される作陶家のお一人である宗像窯八代目当主宗像利浩様にお会いしたとき、柔和な
笑顔の先に、芸術家としての凛とした佇まい、表現者しての勁さ、想いを強く感じるとともに、畏怖の念を
抱いた。
宗像窯の先祖である宗像出雲守式部は、767年（奈良時代）に福岡県宗像大社の神官として布教のため、
旧会津本郷町（会津美里町）に移り住んで、宗像神社を建立し、代々神官を務められていた。1719年（享保）
宗像窯を創業し、爾来当地にて300年以上に亘って、作陶を続けてこられた。2005年より宗像窯八代目当主
を利浩様が継承され、近時は、ご長男の九代目宗像利訓様とともに作陶し、ニューヨーク、パリなど国内外
で個展を開催されており、また奈良県の「東大寺」に抹茶碗を奉納するなど当地を代表する窯元である。
私は現在、株式会社東邦コンサルティングパートナーズの代表取締役社長として、主として事業承継をご
支援しているが、会津本郷で300年以上続く宗像窯の継承について、八代目利浩様、九代目利訓様に直接お
話しを伺い、事業承継に悩んでおられる経営者の方々に是非メッセージを頂きたいと考えた次第である。多
年に亘る伝統文化の継承は、不透明で先の見えない現代にあっても、必ず示唆的な羅針盤のようなもの、先
見の明があるはずである。
父から子へ、そして次の世代へと利訓様まで九代にわたって連綿と紡がれてきた。そこには、溢れるばか
りの情熱、継承するという強い覚悟、そして作陶家としての矜持があった。また、利浩様、奥様、利訓様ご
家族の絆、慈しみ、お互いに対する尊敬、強い家族愛があった。
ともすれば我々は、経済合理、収益性のもとに、さまざまなことを排除しているが、伝統文化の継承のた
めに大切なことは、人としての情理や人と人との繋がり、時間そして「変革と挑戦」なのではないだろうか。
東大寺第224世別当にして華厳宗管長、橋村公英様との交流も、宗像窯様が、これまで大切に紡ぎ、繋が
られてきたものがしっかりと伝わっているからではないだろうか。利浩様は、常に未来思考である。実直、
誠実なお人柄、お仕事が、人と人のご縁を繋ぎ、未来に続いている。利浩様から、利訓様へ、「継なぐもの
から、継ながれるもの」への慈愛や想い、願いが、掌から掌へ確実に継承されている。
我々は今を生きるだけではなく、これからの未来への継承者としての役割も大きいことを改めて深く考え
させられた。とても楽しく、心躍るインタビューであった。
「会津本郷に生まれた作品が、福島から全国へ、そして世界へ羽ばたく」
宗像親子に心から敬意を表するとともに、これからの益々のご活躍を確信致しております。
この度は、誠にありがとうございました。

（インタビュー　矢吹　光一）

宗像利訓さん（左）　矢吹理事長（中央）　宗像利浩さん（右）
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□所在地　福島県岩瀬郡天栄村大字飯豊字向原60-2
□T E L　0248-83-2139	 □F A X　0248-83-2330
□設　立　��1969年４月３日	 □従業員　�1３0名
□U R L　https://www.alpha-d.com
□事業概要　�医療機器製造、電子機器製造、SMT実装、食品事業（米粉麺、米粉、キクラゲ）ほか

（聞き手：当研究所常務理事  高城 卓也） 13福島の進路　2025.05 ●



１．アルファ電子株式会社の歴史

高城常務 まずは、貴社の歴史についてその概要
をお教えください。また、社長として事業承継
のご苦労や社長の視点から、現在の貴社の中核
的な強みにつながる（重要であると思われる）
歴代社長の経営の移り変わりについて、お教え
ください。

樽川社長 当社は1969年に祖父が創業いたしまし
た。当時は樽川製作所という社名で、デジタル
時計の組み立てからスタートしました。父が営
業をしてビデオデッキやインベーダーゲームの
組み立ての仕事を始め、そこから任天堂のファ
ミコンの部品の製造をやらせていただきました。
その1984年にファミコンの仕事の増産体制を整
えるために新工場を作ることになり、アルファ
電子と社名を変更して、須賀川市から天栄村に
本社を移しました。初代社長の祖父が当時社員
20名の樽川製作所という小さい町工場を興し、
二代目社長である父が27年間で社員数300名規
模の会社に大きくしていったという感じです。

　　2007年までは電子機器や電子部品の組立など
をやっていたのですが、リーマン・ショック以
降、リスク分散の観点から医療関係の事業を始
めました。日本に残るもの作りをやっていこう
ということで参入したのですが、治験などで立
ち上がるまで10年くらいかかると言われ、それ
でもチャレンジだと思って進めていた矢先に東
日本大震災が起きました。

　　2016年には医療機器の専用工場を作りました
が、受注を予定していた先の治験が通らなかっ
たために認可が下りず、製造中止になってしま

いました。機械の保管場所と製造場所が必要で
かなり大きな工場を作ったのですが、建てた工
場だけが残ってしまいました。諦めるわけには
いかないので、そこで何か新しい仕事をという
ときにタイミングよく蓄電池関係の仕事をいた
だくことができ、その後も何とかやっていまし
たが、2018年に経営が厳しい状況に陥りました。
　　私は2015年に入社したのですが、当社のある
べき姿がわからなくなっていて、自分たちの身
の丈を考えました。バブル崩壊やリーマン・
ショックなど、いくつかの危機を乗り越えてき
た父は大丈夫と考えていたようですが、これか
らの10年を見据えるいい機会になるのではない
かと父を説得して、事業再生の道を選んだこと
が改革の大きなきっかけとなりました。当社が
今まで培ってきたものづくり力、チャレンジす
る力など不易の部分と、変わっていく時代にど
う対応していくのかという流行の部分を一旦立
ち止まって考える大切な時間となりました。
高城常務 改革のポイントはどのような内容だっ
たのでしょうか。

本社工場外観本社工場外観

食品工場内観食品工場内観
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樽川社長 私は実業家の稲盛和夫さんを尊敬して
いるのですが、ガラス張りの経営という考え方
に影響を受けました。それまではどちらかとい
えばオープンではなかった業績や経営状況も、
常務と当時管理部長だった私が中心となり、会
社の透明性を高め、お客様との関係性を再構築
し、信頼を取り戻すという改革を行いました。
落ちるところまで落ちたからこそ、これ以上悪
くなりようがないと覚悟が決まり、この改革に
取り組めました。
　　それができたのも、やはり自分たちの社員に
自信があったからです。社員を守っていきたい
という思いが一番にあり、真剣に仕事に取り組
む社員がいて利益が出ないのはマネジメント不
足だということに気づきました。課題は明確で、
受注を利益が出る数字で獲得するということに
注力しました。具体的には見積もり金額の見直
しや受注先の選定、栃木事業所の閉鎖などです。
１つ１つ犠牲を伴わない改革はないと自分に言
い聞かせながら、本当は申し訳ないと苦しくな
る気持ちしかありませんでしたが、会社を存続
させるというその軸はぶれてはいけないと思い
改革を進めました。

２．「米粉」や「キクラゲ」での事業多角化
について

高城常務 食品分野に進出された経緯をお教えく
ださい。
樽川社長 スクラップアンドビルドで不採算事業
をなくして、次に何か立ち上げなければという
中で、何でもいいから自分たちで作って営業で

きる自社商品
をまず作ろう
と思いました。
「６次化農業
何でもいいか
らやりたいん
です」と色々
な方にお話し
をするなか、
佐渡で米粉を
作っている会

社を紹介していただきました。米粉を仕入れて
何かを作って販売して売り上げを立てる。小さ
くても始めることが大切と心に決めて動きまし
た。当時は何を作るかどう作るか、資金がある
わけでもなく、厚生労働省の10/10出る助成金
にお世話になりお金をかけずに開発することに
徹しました。佐渡のキンちゃん本舗株式会社の
柴原会長から「事業とは会社や自分たちだけ良
ければいいという考えではなく、社会にも良い
ことをやっていかないといけない」と徹底して
言われました。この事業は私達の会社の未来も
救ってくれるかもしれないが、日本の未来の課
題である米の消費量や食料自給率の向上、世の
中でアレルギーに苦しむ方へ一助となる事業に
なるのではないかと自分の中で勝手な使命感が
湧いてきました。
　　米粉にたずさわる方から、米粉から麺を作る
のが一番難しいと言われ、麺に挑戦することに
しましたが、３年の開発期間を経てやっと作る
ことができました。ところが自分たちでは賞味
期限１週間の生麺しか作ることができず、宮城
県で米粉麺のOEMをやっている企業にお願い�
しました。そのタイミングで、佐渡の米粉ではな�
く福島の米を使うと決断し、福島の米で製麺し
てもらって自分たちは販路開拓や商品開発に注
力し自社ブランドを立ち上げることができまし
た。OEMで2021年から米粉麺を作りましたが、
2022年からは自社工場の生産に切り替えること
ができました。その機械は米粉とでんぷんだけ
で製麺でき賞味期限は常温で１年という製品が
できる特殊な製法の機械で、１つの県に１台し�
か導入しない制約があり、紹介制でしたが、宮城�

キンちゃん本舗株式会社 柴原社長（中央）キンちゃん本舗株式会社 柴原社長（中央）
紹介者の西村様（右）紹介者の西村様（右）

医療機器製品医療機器製品
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県のOEM企業が一緒にやっていく中で当社を
信用してくださり、事業再構築補助金を受けて
導入しました。導入当初は宮城県の企業も応援
に来てくれて、繋がりとご縁と、本当に皆さん
に助けていただいて成り立ったという感じです。

高城常務 新分野進出を決断される過程において、
女性ならではの視点というものはどう活かされ
たのでしょうか。

樽川社長 今、展開している「う米めん」は麺の
太さ厚さにより６種類あります。レシピの開発
や料理動画を作る、SNS の更新など最初は大
変でしたが、料理を作ることが好きなので苦に
ならずほとんど自分でやってきました。2022年
に米粉の工場を稼働して、事業再構築５ヶ年計
画で５年後に年商１億円という目標を立てまし
たがだいぶ早く、前倒しで達成できるように感
じています。

　　また、きのこ栽培は障害者雇用の受け皿を提
供する社会貢献という位置づけでやっています。
旬にこだわった栽培をしており、夏はキクラゲ、
冬はヒラタケ、シイタケも少ないですが社内販
売できるくらいは作っています。「６次化農業
何でもいいからやりたいんです」と声をかけて
いた時にキクラゲ業者さんが来てくれて、自転
車小屋みたいなものを作って、そこに50個ぐら
いの菌床からスタートしました。現在は倉庫を
改装し2,000個の菌床を生産しています。当社
も障害者雇用をしておりますが、地域の就労継
続支援Ｂ型事業所と連携をしながら、きのこの
袋にシールを貼るなどの仕事を一緒にやってい
ます。社内販売すると新鮮でおいしいのであっ
という間に売り切れます。社員さんが健康に
なってみんなが幸せだったらもう十分だと思っ
ています。

３．ブランド「う米めん」の量産化戦略

高城常務 県内初の米粉麺専用施設の設備投資に
より、グルテンフリーの米粉麺の製造体制を整
備されています。自社ブランドに加えOEMな
どにも注力されていますが、他社との差別化を
図るためにどのような製品に挑戦されるので
しょうか。

樽川社長 娘が離乳食のときに小麦、大豆、乳製
品のアレルギーを発症し３年ぐらい大変な思い
をしました。米粉麺を知ってもらうために小麦
アレルギーの人に向けたイベントなどでお話を
するとみなさんのご苦労を聞く機会があり大変
共感します。だから私達の工場を作るときも、
コンタミネーション※を一切しない、アレルゲ
ン28品目は工場に入れないことを徹底しました。
米粉麺の市場でみると ISO22000を取得してい
るのは当社ぐらいですので、イベントや展示会
などでは強みとして他社との差別化を図り、美
味しさと品質と安全も自信を持って出品してい
ます。時代の変化に合わせて求められるものを
作っていかないと意味がないと思っています。
できる規模で品質にこだわった良い商品を作り、
本当にいいものを作ってお出しすればリピート
が増えてくると思っています。

　　※�コンタミネーション：食品製造において、原材料
として使用していないにもかかわらず、アレル
ギー物質が微量混入してしまうこと。

う米めんう米めん

う米めんサイトう米めんサイト

製麺工程製麺工程
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４．今後の展開について

高城常務 これからの製品戦略について、お話し
いただける範囲でお教えください。
樽川社長 食品事業では米粉の状態での販売をこ
れから増やしていこうと思っています。米粉の
パンを作りたいとか、米粉のスイーツを作りた
いとか、市場もこれから伸びてくると思ってい
るので、学校給食用のパンやお菓子屋さんなど
に米粉の状態で卸すことを今年度から積極的に
始めたいと思っています。また原料である米の
生産へのチャレンジも大きな目標です。今回の
ような米価の高騰やコメ不足など今後も原料調
達が困難になる可能性を危惧し自社で原料米を
生産することで持続可能なビジネスへと繋げる
ことが出来ると判断しました。また医療機器に
ついては ISO13485の認証を活かし、その製造
技術とクリーンルームがあるという強みを３年
前から再発信し始め、お取引が積み上がってき
ているところです。医療分野という世の中へお
役に立てる高品質なものづくりを担えることに
誇りを持ち生産に携わっていきたいと考えてい
ます。
　　電子機器は受注に波があり、一定の人数を確
保しておくことは他社でも難しいようです。当
社は突然の受注依頼にも、これまで培ってきた

対応力を発揮し、例えば来月から30名集めて欲
しいという依頼にもお応えします。柔軟な生産
と垂直立上げ、築き上げた改善力とものづくり
力、信頼して任せられる品質管理力は当社の�
＋αの価値であり、最強チームによる感動のも
のづくりサービス業を合言葉に高付加価値の仕
事をしっかりと取れる集団になるように技術力
を磨き組織を作っていく方向にシフトしていま
す。各部門が自分たちの役割と責任を理解し互
いに助け合うことで、素晴らしい集団になると
思っています。2025年からは安定、継続、成長
という、３つのスローガンを掲げています。大
きく時代が変化する中でも強くしなやかに進化
をしていきます。

５．海外市場への挑戦

高城常務 海外市場への進出はどのようにされて
いるのかお教えください。

樽川社長 今輸出しているのはイスラエルとドイ
ツとフランスですが、タイ、シンガポールとの
話も進んでいます。ユダヤ教徒向け食品の規定
「コーシャ認証」を郡山市の株式会社宝来屋本
店さんからご紹介いただき取得したため、イス
ラエルと同じようにシンガポールにも輸出でき
ると思っています。フランスに輸出しているの
は米粉のうどんです。当社の麺はコシを追求し

チーム仲間チーム仲間
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て作っており、商談会でグルテンフリーの讃岐
うどんのような麺を探していた商社と出会い受
注に繋がりました。カナダやアメリカとの話も
ありますが規制が厳しいため、まずはできると
ころから始めてみようという感じです。輸出す
るにあたってのテーマは「福島」です。福島を
応援しようと思っている人に、その品質と安全
性をしっかり発信していきたいと思っています。

６．起業を目指す人、管理職や経営者を目
指す女性へのエール

高城常務 これから起業を目指す人、あるいは管
理職とか、経営者を目指す若い女性に対して
エールを一言お願いします。

樽川社長 一足先に経営者になった立場で一言申
し上げるとしますと、「諦めない」ということ
です。うまくいかなかったり大変な時期もあり
ますが、自分が信じたことを諦めず、やると決
めた以上は責任を持ってやる。誰にも負けない
努力をすることと、最後までやりぬく信念を持
つことです。諦めたら終わりだし、止まってい
ては成長できません。諦めなければ必ずチャン
スが巡ってきます。人の意見を聞く柔軟性を
持って「肝心なのは何のために」という大義の
ところです。これをしっかり持っていれば必ず
自分の目指すゴール（目的）に辿り着くのだと
心から信じてほしいです。
高城常務 ありがとうございました。

　今回は、「EYアントレプレナー・オブ・ザ・イヤー2024ジャパン」東北地区代表に選出されたア
ルファ電子株式会社代表取締役社長の樽川千香子様にお話をお伺いいたしました。
　インタビューを通して感じたのは、樽川社長の包み込むような温かさと凛とした意思の強さです。
「苦難を何度も乗り越えることが出来たのは従業員と応援してくれた取引先、関係者のおかげです。」
と穏やかな表情で語る姿と悪戦苦闘した医療機器や米粉麺分野進出についてのお話をされた時の澄
んだ眼差しからそれらを感じました。ネット上に公開されているアルファ電子株式会社様の資料に
「これまでとこれから」というページがありました。1969年～1990年が「創業期」1991年～2010年
が「成長・発展期」2011年～が「蛻変期」です。蛻変とは、蝶が卵から成虫になるまで都度脱皮を
繰り返し、形を変化させることだそうです。常に新しいことにチェレンジし、自己変革や経営革新
に挑み続けるアルファ電子様がカップ入りう米めんを開発、発売されることを心待ちにしています。
� （聞き手：高城卓也）

【インタビューを終えて】

樽川社長（左）　樽川会長（右）樽川社長（左）　樽川会長（右）

高城常務（左）　樽川社長（右）高城常務（左）　樽川社長（右）
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調査レポート 2024年の
県内経済活動の回顧

１．�福島県景気動向指数（CI ＝コンポジット・インデックス）

　福島県の景気動向指数（2020年＝100）より、
景気とほぼ同じタイミングで動く一致指数の
2024年の推移をみると、２月に132.2ポイント
と上昇の動きを示したが、以降は下降基調で
推移し110前後で推移した。指数の上昇下降に
鉱工業生産指数が寄与している月が多く、12
月は鉱工業生産指数や最終需要財出荷指数が
プラスに寄与し112.3ポイントと上昇した（図
表１）。

２．需要動向

（１）　個人消費
　百貨店・スーパー販売額は2,847億円（前年比△0.5％）と５年ぶりに前年を下回った。また、コンビニ
エンスストア販売額は2,095億円（同△0.1％）とやや前年を下回った。物価上昇による消費者の節約志向
の高まりから、前年を下回ったものとみられる（図表２、３）。
　ドラッグストア販売額は1,330億円（同＋7.2％）となった。店舗数の増加に加え、より安い商品を購入
しようという消費者志向から、前年を上回ったものとみられる（図表４）。
　乗用車新車・中古車販売台数（ナンバーベース）は、合計159,334台（同△3.7％）となった。半導体不
足の緩和などから増加した2023年から一転し、一部メーカー車種の出荷停止に加え、価格上昇の影響も
あって２年ぶりに前年を下回った（図表５）。

　2024年は、日経平均株価が４万円を超えバブル期を上回る史上最高値を更新した
が、コメをはじめとする物価上昇が企業経営や消費活動に大きな影響を与える１年
となった。主な経済指標が出揃ったところで、改めて2024年の県内経済活動を振り
返ってみたい。

図表２　百貨店・スーパー販売額 図表３　コンビニエンスストア販売額
全店舗 販売額 前年比（右軸）
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図表１　福島県景気動向指数（CI 一致指数）

100
105
110
115
120
125
130
135
140
145
150

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

2023年 2024年

（2020年＝100）

月 月

一致指数
一致指数３ヶ月後方移動平均
一致指数７ヶ月後方移動平均

資料：福島県企画調整部統計課

資料：経済産業省 資料：経済産業省

とうほう地域総合研究所
エコノミスト
高橋　宏幸
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（２）　新設住宅着工戸数
　新設住宅着工戸数は7,517戸で前年比△11.0％となり、８年連続で前年を下回った。2023年から１㎡当た
り新築住宅価格が大きく上昇しており、持家・貸家ともに減少している（図表６）。
（３）　民間非居住用建築物
　民間非居住用建築物（オフィスビルや工場、倉庫等）の工事費予定額は1,955億11百万円（前年比＋9.7％）
となった。６月と９月に製造業などでの大型投資があり年間合計で前年を上回っているが、10月以降は前
年同月比減少が続いた（図表７）。

（４）　公共工事前払保証
　東日本建設業保証㈱による2024年の公共工事前払保証請負金額は、3,726億67百万円（前年比△13.3％）
となり、環境省や県教育委員会などからの受注が前年比大きく減少したことで、４年連続で前年を下回っ
ている（図表８）。

３．工場立地状況

　工場立地状況をみると、件数は新設が34件、増設が28件で合計62件と前年比18件増加し、設備投資額
は3,399億円と前年比1,629億円増加している（図表９）。業種別では「化学」が８件で最も多く、次いで
「食料品」「生産用機械」「輸送用機械」「その他の製造業」の５件となっている。

図表４　ドラッグストア販売額 図表５　乗用車販売台数（新車＋中古車）
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資料：経済産業省

図表７　着工構築物（民間非居住用）
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図表６　新設住宅着工戸数
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４．生産動向

　鉱工業生産指数（季節調整済指数、2020年＝100）をみると、９月と11月に100を下回ったほかは100を
超えて推移した。また、東北と比較すると１月・２月・８月を除く各月の指数が東北を下回った（図表
10）。

５．雇用動向

　有効求人倍率（季節調整値）をみると、４月以降は1.2倍台で推移し、11月は1.24倍まで低下した（図表
11）。1.2倍台はコロナ禍時の2021年10月以来となった。求職者数が３月を除き前年を上回り推移したのに
対し、求人数はすべての月で前年を下回った。

６．企業倒産

　企業倒産（負債総額10百万円以上）は、件数が120件（前年比＋51.9％）、負債総額が151億59百万円（同
＋10.7％）と、件数・負債総額ともに前年を上回った（図表12、13）。
　業種別の倒産件数をみると、「建設業」が34件で前年18件の約1.9倍となった。「サービス業」は前年12
件から倍増した（図表14）。負債総額では「建設業」「小売業」「サービス業」などで大きかった。

図表８　公共工事前払保証取扱
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図表９　工場立地動向
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図表10　福島県・東北の鉱工業生産指数 図表11　求人倍率推移（季節調整値）
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７．延べ宿泊者数

　県内延べ宿泊者数は、年間10,019千人（前
年比＋0.3％）と、５年ぶりに10,000千人を超え、
増加幅は縮小したものの３年連続で前年を上
回った。福島県「来て。」割キャンペーン効果
などにより観光客が増加しており、旅館とリ
ゾートホテルは前年比増加となった（図表15）。

８．最後に

　2024年はマイナス金利が解除され17年ぶり
に「金利のある世界」になるなど、経済環境
に大きな変化のあった年となった。その中で、
賃金上昇が物価上昇に追いつかず、実質賃金
はマイナスとなり、消費活動のマイナス要因となった。
　2025年は県内においても昨年に引き続き賃上げの動きが期待され、また、価格転嫁が進捗すれば景気
の好循環が生まれることが期待される。ただし、米国の関税引き上げが実施されれば、県内企業におい
てもマイナスの影響が及ぶことが懸念される。

図表12　企業倒産件数

図表14　業種別倒産件数

図表13　企業倒産負債総額
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図表15　延べ宿泊者数
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　県内では少子高齢化を背景とする人口減少が続いており、特に生産年齢人口の減少により、今後の人
手不足がますます深刻になることが懸念されている。
　企業は外部環境の変化もある中で、限られた資源、労働力で競争力のあるモノ・サービスを生み出さ
なければならない。
　　【外部環境変化の一例】
　　　・コロナ禍後の生活様式の変化、デジタル化、脱炭素などの環境変化による需要変容
　　　・原材料価格上昇等によるコストの増大、人件費の増加
　このような状況において、アンケート調査の結果を中心に
県内の生産性向上の取組みや人材の採用・育成状況などにつ
いて考察した。
　＊�令和５年11月に同様のアンケート調査を行ったことから、
前回結果と比較できるものについても考察した。

<調査要領 >
１．調査方法　　郵送による配布・回収
２．調査対象　　県内企業1,412社
３．回答企業　　459社（有効回答率32.5％）
４．調査時期　　2024年12月～2025年１月

調査レポート
県内における生産性向上及び人材採用・育成の状況
～生産性向上及び人材採用・育成に関するアンケート調査より～

＜要　旨＞
１．生産性向上への取組みについて
　　◦�回答企業の８割が生産性向上に取組む必要性を認識している。
　　◦�生産性向上を進める上で実施していることは「人材育成」が最も多く、現状では人への投資

を重視している。
　　◦�生産性向上のためには人材育成に加え、業務効率化、IT導入も進める必要がある。

２．人材採用・育成について
　　◦�回答企業の約７割が新卒採用人数は前年と変わらず、中途採用人数は６割弱が前年と変わっ

ていない。
　　◦�新卒、中途採用も希望者が集まらず、求めている人材の応募がないことが大きな課題となっ

ている。
　　◦�採用のチャネルとしてはハローワークの利用が最も多いが、売上高が多くなるほど様々なチャ

ネルを活用している。
　　◦�多くの企業でOJT による人材育成を行っているが、計画的・体系的な取組みができておらず、

育成する余裕もないことが人材育成の大きな課題となっている。

業 　 種 回答企業数
（社）

構成比
（％）

製 　 造   78   17.0 
建 　 設 120   26.1 
卸 　 売   43     9.4 
小 　 売   43     9.4 
不 動 産   22     4.8 
医 療・ 福 祉   30     6.5 
サ ー ビ ス   54   11.8 
その他非製造   66   14.4 
無 回 答     3     0.7 
合 　 計 459 100.0 

とうほう地域総合研究所
エコノミスト
嵐　俊勝
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１．生産性向上について
　⑴　生産性向上への取組み状況
　　�　「実施済み」「現在、取組んでいる」を合わせると55.1％となり、半数以上の企業で生産性向上のた
めに何らかの取組みを行っている。「今後、取組を検討している」企業も含めると、８割以上の企業
が取組みの必要性を認めている。

　　�　一方前回調査との比較では、「今後、取組みを検討している」が4.8㌽下降し「取組む予定はない」
が3.9㌽上昇している。業況が厳しい中で費用をかけられず取組みを断念している企業もあるとみら
れる（図表１）。

　⑵　生産性向上に向け実施または検討していること
　　�　生産性向上に向けて実施していることは「人材育成（技術の向上、多能工化、モチベーションの
向上）」が41.0％で最も多く、次いで「新規顧客の開拓、販路開拓」が39.4％、「業務効率化・見直し・
定型化（マニュアル整備等）」が28.8％と続いている。まずは、人への投資が重視されている（図表
２）。

8.2 

実施済み
6.1 

46.0 

現在、取組んでいる
49.0 

34.6 

今後、取組みを検討している
29.8 

8.1 

取組む予定はない
12.0 

3.1 

無回答
3.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

前回調査
R5.11

（N=742）

今回調査
R6.12

（N=459）

単位：％

41.0 

39.4 

28.8 

26.4 

22.0 

20.5 

19.2 

15.7 

9.8 

0.9 

10.7 

3.1 

40.7 

42.3 

32.3 

31.0 

22.1 

26.1 

16.6 

22.4 

7.8 

2.2 

6.3 

1.5 

0 10 20 30 40 50

人材育成（技術の向上、多能工化、モチベーションの向上）

新規顧客の開拓、販路開拓

業務効率化・見直し・定型化（マニュアル整備等）

設備投資（生産数増加、コスト削減、省力化、効率化、省エネ等）

仕入れコストの削減（共同仕入れ等）

既存顧客のニーズを深堀

既存取引先の見直し・整理

高付加価値の新商品・新サービスの開発

経営コンサルタント・専門家による指導

その他

特にない

無回答

今回調査
R6.12

（N=459）

前回調査
R5.11

（N=742）

単位：％

図表１　生産性向上への取組み状況

図表２　生産性向上に向け実施または検討していること（複数回答）
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　⑶　生産・サービスを維持・拡大するための対策
　　�　全体でみると「人手を増やす」が33.3％で最も多く、次いで「特別な対策は考えていない」が
32.7％、「IT導入や設備投資を行う」が26.4％となっている。

　　�　業種別にみると「人手を増やす」は「運輸」が約７割となっており、「特別な対策は考えていない」
は「電気・ガス・熱供給・水道」が５割となっている。「IT 導入や設備投資を行う」は「卸売」「医
療・福祉」などで割合が高くなっている。

　　�　売上高別にみると、「５千万円未満」は「特別な対策は考えていない」が５割となっている。「IT
導入や設備投資を行う」は売上高が10億円以上の階層では４割に達している（図表３）。

　　　　　　　　　　　　n=459

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

2025年卒の新卒採用計画（前年比）

中途採用実施状況（前年比） 33.1

29.0

58.8

68.0

1.11.1

1.3

7.0

1.7

増やす 変わらない
（採用予定なし含む） 減らす 無回答

図表３　生産・サービスを維持・拡大するための対策（複数回答）

図表４　新卒、中途採用状況

２．人材採用・育成について
　⑴　新卒、中途採用状況
　　�　2025年卒の新卒採用計画（前年比）は「変わらない（採用予定なし含む）」が約７割で、「増やす」
が約３割となっている。中途採用実施状況（前年比）は「変わらない（採用予定なし含む）」が約６
割で、「増やす」が３割を超えている（図表４）。

人
手
を
増
や
す

特
別
な
対
策
は

考
え
て
い
な
い

Ｉ
Ｔ
導
入
や 

設
備
投
資
を
行
う

わ
か
ら
な
い

無
回
答

n=
全体 (459) 33.3 32.7 26.4 11.5 4.1 

業
種

製造 (78) 33.3 29.5 30.8 11.5 2.6 
建設 (120) 40.0 27.5 20.8 14.2 4.2 
電気・ガス・熱供給・水道 (14) 21.4 50.0 7.1 7.1 14.3 
情報通信 (6) 33.3 33.3 50.0 0.0 0.0 
運輸 (13) 69.2 15.4 0.0 7.7 0.0 
卸売 (43) 27.9 32.6 39.5 7.0 4.7 
小売 (43) 32.6 41.9 16.3 9.3 2.3 
宿泊 (4) 25.0 0.0 50.0 0.0 25.0 
飲食 (9) 22.2 22.2 0.0 0.0 33.3 
不動産 (22) 4.5 40.9 27.3 22.7 9.1 
物品賃貸 (2) 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 
医療・福祉 (30) 30.0 36.7 36.7 13.3 0.0 
サービス (54) 29.6 37.0 31.5 7.4 1.9 
その他非製造 (18) 44.4 38.9 16.7 11.1 0.0 
無回答 (3) 33.3 33.3 66.7 0.0 0.0 

売
上
高

5 千万円未満 (80) 16.3 50.0 13.8 16.3 7.5 
5 千万円以上 1 億円未満 (91) 37.4 36.3 24.2 11.0 0.0 
1 億円以上 5 億円未満 (177) 40.1 27.7 24.3 10.2 6.8 
5 億円以上 10 億円未満 (48) 43.8 20.8 35.4 8.3 2.1 
10 億円以上 50 億円未満 (45) 17.8 28.9 48.9 13.3 0.0 
50 億円以上 (15) 33.3 26.7 40.0 6.7 0.0 
無回答 (3) 33.3 33.3 0.0 33.3 0.0 

（％）

33.3 32.7 

26.4 

11.5 

4.1 

0%

10%

20%

30%

40%

［比率の差］無回答除く

全体 +10ポイント
全体 +5ポイント
全体 -5ポイント
全体 -10ポイント

n=10以上の場合
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図表５　新規採用における課題（複数回答）

図表６　中途採用における課題（複数回答）

　⑵　新規採用における課題
　　�　新卒採用における課題をみると「希望者が集まらない」39.0％、「求める人材からの応募がない」
31.6％と、新卒の採用難が大きな課題となっている。業種別にみると、「建設」は「希望者が集まら
ない」が５割を超えている。業務で資格を必要とする人材の割合が多い業種「電気・ガス・熱供給・
水道」「医療・福祉」などは、「求める人材からの応募がない」の回答割合が他の業種に比べて高かっ
た（図表５）。

　⑶　中途採用における課題
　　�　中途採用における課題をみると「求める人材からの応募がない」48.1％、「希望者が集まらない」
45.8％と、企業が即戦力として求めている人材の採用が難しいことがあげられている。業種別にみると、
特に「運輸」は人が集まらず中途採用が難しい状況がうかがえる。「飲食」「医療・福祉」は、採用
活動にコストがかけられない割合が他に比べて高い（図表６）。

［比率の差］無回答除く

全体 +10ポイント
全体 +5ポイント
全体 -5ポイント
全体 -10ポイント

n=10以上の場合

［比率の差］無回答除く

全体 +10ポイント
全体 +5ポイント
全体 -5ポイント
全体 -10ポイント

n=10以上の場合
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な
い
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の
応
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い

採
用
活
動
に
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れ
な
い

人
員
不
足
で
採
用

に
満
足
な
時
間
が

か
け
ら
れ
な
い

選
考
中
の
辞
退
・

内
定
辞
退
が
多
い

そ
の
他

無
回
答

n=
全体 (459) 39.0 31.6 10.7 7.6 2.0 15.5 20.5 

業　
種

製造 (78) 43.6 29.5 14.1 5.1 1.3 11.5 20.5 
建設 (120) 55.8 38.3 5.8 10.0 1.7 6.7 15.0 
電気・ガス・熱供給・水道 (14) 35.7 57.1 0.0 21.4 14.3 7.1 21.4 
情報通信 (6) 50.0 16.7 16.7 33.3 16.7 0.0 16.7 
運輸 (13) 15.4 38.5 15.4 7.7 0.0 46.2 0.0 
卸売 (43) 18.6 18.6 7.0 4.7 0.0 27.9 30.2 
小売 (43) 34.9 27.9 20.9 9.3 2.3 7.0 25.6 
宿泊 (4) 25.0 25.0 25.0 0.0 0.0 25.0 25.0 
飲食 (9) 44.4 44.4 22.2 11.1 0.0 11.1 22.2 
不動産 (22) 0.0 0.0 13.6 4.5 0.0 45.5 40.9 
物品賃貸 (2) 50.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0 
医療・福祉 (30) 33.3 46.7 10.0 0.0 3.3 16.7 23.3 
サービス (54) 37.0 33.3 9.3 9.3 1.9 5.6 5.6 
その他 (18) 44.4 16.7 11.1 0.0 0.0 5.6 0.0 
無回答 (3) 33.3 33.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

（％）

求
め
る
人
材
か
ら

の
応
募
が
な
い

希
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な
い

採
用
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い

人
員
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足
で
採
用

に
満
足
な
時
間
が

か
け
ら
れ
な
い

選
考
中
の
辞
退
・

内
定
辞
退
が
多
い

そ
の
他

無
回
答

n=
全体 (459) 48.1 45.8 11.3 6.8 2.2 9.4 17.0 

業　
種

製造 (78) 44.9 50.0 11.5 5.1 2.6 6.4 14.1 
建設 (120) 52.5 57.5 7.5 8.3 0.8 4.2 11.7 
電気・ガス・熱供給・水道 (14) 57.1 28.6 7.1 7.1 0.0 14.3 21.4 
情報通信 (6) 16.7 50.0 16.7 33.3 0.0 16.7 16.7 
運輸 (13) 61.5 61.5 7.7 0.0 0.0 23.1 0.0 
卸売 (43) 41.9 34.9 9.3 4.7 4.7 9.3 23.3 
小売 (43) 51.2 32.6 14.0 11.6 2.3 4.7 25.6 
宿泊 (4) 0.0 50.0 25.0 0.0 0.0 25.0 0.0 
飲食 (9) 55.6 55.6 33.3 22.2 0.0 0.0 22.2 
不動産 (22) 9.1 9.1 9.1 0.0 0.0 31.8 45.5 
物品賃貸 (2) 50.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0 
医療・福祉 (30) 60.0 40.0 23.3 3.3 10.0 13.3 10.0 
サービス (54) 53.7 51.9 13.0 7.4 1.9 11.1 14.8 
その他 (18) 50.0 44.4 5.6 0.0 0.0 11.1 22.2 
無回答 (3) 66.7 0.0 0.0 0.0 0.0 33.3 0.0 

（％）
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　⑷　実施している採用活動状況
　　�　実施している採用活動状況は「ハローワーク」が57.7％と最も多く、次いで「求人サイト」が
30.5％、「学校訪問・学校求人」が18.1％と続いている。業種別にみると、「ハローワーク」は「運輸」
「医療・福祉」などで割合が高くなっている。売上高別にみると「５億円以上」の階層では約８割が
「ハローワーク」になっており「50億円以上」では「求人サイト」も８割になっている。売上高が大
きくなるほど、様々な人材採用を行っている（図表７）。

　⑸　人材育成の取組み状況
　　�　人材育成の取組み状況をみると多くの業種で「OJT（業務内での指導等）」が多く、「飲食」「運輸」
は７割を超えている。専門分野の知識が必要な「医療・福祉」などは幅広い取組みで人材育成を行っ
ている事がうかがえる（図表８）。

図表７　実施している採用活動状況

図表８　人材育成の取組み状況（複数回答）

ハ
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ー

ワ
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ク

求
人

サ
イ
ト

学
校
訪
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・

学
校
求
人

職
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会
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会

会
社

説
明
会

Ｓ
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Ｓ

学
校

説
明
会

Ｏ
Ｇ
・

Ｏ
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訪
問

そ
の
他

無
回
答

n=
全体 (459) 57.7 30.5 18.1 12.2 8.5 7.8 6.5 6.1 2.6 14.2 20.9

業
種

製造 (78) 66.7 23.1 25.6 14.1 14.1 7.7 3.8 10.3 1.3 6.4 23.1
建設 (120) 63.3 29.2 21.7 13.3 5.8 7.5 3.3 8.3 4.2 12.5 13.3
電気・ガス・熱供給・水道 (14) 42.9 14.3 14.3 21.4 7.1 7.1 0.0 7.1 0.0 14.3 50.0
情報通信 (6) 33.3 66.7 16.7 16.7 16.7 33.3 33.3 0.0 16.7 0.0 16.7
運輸 (13) 84.6 53.8 15.4 0.0 0.0 0.0 0.0 7.7 0.0 23.1 0.0
卸売 (43) 58.1 30.2 11.6 4.7 9.3 7.0 9.3 7.0 2.3 18.6 23.3
小売 (43) 44.2 34.9 11.6 7.0 7.0 11.6 14.0 7.0 2.3 16.3 20.9
宿泊 (4) 50.0 0.0 0.0 25.0 25.0 0.0 0.0 0.0 0.0 25.0 25.0
飲食 (9) 44.4 44.4 11.1 0.0 0.0 0.0 33.3 0.0 11.1 11.1 22.2
不動産 (22) 9.1 4.5 0.0 0.0 0.0 0.0 4.5 0.0 0.0 40.9 45.5
物品賃貸 (2) 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0
医療・福祉 (30) 73.3 50.0 30.0 30.0 20.0 13.3 13.3 6.7 0.0 6.7 16.7
サービス (54) 59.3 35.2 13.0 11.1 5.6 5.6 3.7 0.0 3.7 13.0 24.1
その他非製造 (18) 50.0 33.3 27.8 16.7 11.1 16.7 0.0 0.0 0.0 27.8 16.7
無回答 (3) 100.0 0.0 0.0 33.3 0.0 0.0 33.3 0.0 0.0 0.0 0.0

売
上
高

5 千万円未満 (80) 23.8 17.5 3.8 1.3 1.3 0.0 3.8 2.5 2.5 25.0 42.5
5 千万円以上 1 億円未満 (91) 42.9 19.8 6.6 3.3 2.2 2.2 6.6 1.1 3.3 18.7 28.6
1 億円以上 5 億円未満 (177) 65.5 29.4 13.6 9.6 2.3 4.5 6.2 4.5 1.1 10.7 16.9
5 億円以上 10 億円未満 (48) 83.3 47.9 35.4 20.8 18.8 8.3 12.5 6.3 0.0 8.3 6.3
10 億円以上 50 億円未満 (45) 82.2 42.2 53.3 37.8 35.6 20.0 2.2 17.8 2.2 8.9 4.4
50 億円以上 (15) 80.0 80.0 60.0 53.3 46.7 80.0 20.0 40.0 26.7 0.0 0.0
無回答 (3) 66.7 66.7 0.0 0.0 0.0 33.3 0.0 0.0 0.0 33.3 33.3

（％）

［比率の差］無回答除く

全体 +10ポイント
全体 +5ポイント
全体 -5ポイント
全体 -10ポイント

n=10以上の場合

［比率の差］無回答除く

全体 +10ポイント
全体 +5ポイント
全体 -5ポイント
全体 -10ポイント

n=10以上の場合
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そ
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無
回
答

n=
全体 (459) 55.8 27.0 26.1 19.8 9.6 5.9 15.7 

業　
種

製造 (78) 66.7 26.9 25.6 12.8 11.5 7.7 12.8 
建設 (120) 51.7 25.0 21.7 25.0 10.0 4.2 14.2 
電気・ガス・熱供給・水道 (14) 42.9 21.4 14.3 14.3 7.1 0.0 28.6 
情報通信 (6) 66.7 16.7 66.7 50.0 33.3 0.0 16.7 
運輸 (13) 76.9 23.1 46.2 15.4 7.7 0.0 0.0 
卸売 (43) 53.5 16.3 30.2 16.3 4.7 9.3 14.0 
小売 (43) 44.2 23.3 23.3 20.9 4.7 7.0 18.6 
宿泊 (4) 75.0 25.0 25.0 0.0 0.0 0.0 0.0 
飲食 (9) 77.8 0.0 11.1 0.0 11.1 0.0 22.2 
不動産 (22) 18.2 18.2 0.0 22.7 9.1 18.2 36.4 
物品賃貸 (2) 50.0 50.0 50.0 50.0 50.0 0.0 50.0 
医療・福祉 (30) 66.7 66.7 60.0 30.0 16.7 0.0 6.7 
サービス (54) 68.5 27.8 24.1 16.7 7.4 5.6 16.7 
その他 (18) 38.9 38.9 27.8 22.2 5.6 11.1 16.7 
無回答 (3) 33.3 33.3 0.0 0.0 33.3 0.0 33.3 

（％）
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図表９　人材育成の取組みにおける課題（複数回答）

　⑹　人材育成の取組みにおける課題
　　�　人材育成の取組みにおける課題は「計画的・体系的に行っていない」が31.8％、「多忙で時間の余
裕がない」が28.1％、「上長等の育成能力や指導意識不足」25.9％、「社員の意識が低い」22.7％と続
いている。業種別にみると、「運輸」は「業務に最適なものがない」の割合が高く、「医療・福祉」は
「多忙で時間の余裕がない」「離職等で投資回収ができない」の割合が高い（図表９）。

３．まとめ
　今回のアンケート調査結果をみると、回答企業の８割が何らかの生産性向上に取組む必要性を認識し
ている。企業の生産性向上と人材採用・育成には相互に密接な関係が認められるが、今後はデジタル化
による省人化・業務効率化が必要な状況にある。
　また人材育成の面では半数以上の企業が、計画的・体系的な取組みが実施されておらず、育成する余
裕がないことが大きな課題となっている。
　今後県内企業の生産性向上、人手不足対策が更に進展するには、これまで以上に国、地方公共団体、民
間企業が連携しながら県内企業のデジタル化、DX化、人材育成支援に取組んでいくことが求められる。

［比率の差］無回答除く
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n=
全体 (459) 31.8 28.1 25.9 22.7 8.7 8.5 6.5 5.9 5.2 1.7 1.7 14.8 10.9 

業
種

製造 (78) 30.8 21.8 35.9 20.5 6.4 11.5 9.0 5.1 5.1 1.3 1.3 12.8 5.1 
建設 (120) 36.7 32.5 28.3 25.8 7.5 5.8 3.3 7.5 4.2 0.8 0.8 11.7 10.8 
電気・ガス・熱供給・水道 (14) 28.6 21.4 21.4 28.6 14.3 7.1 7.1 7.1 0.0 7.1 0.0 14.3 28.6 
情報通信 (6) 66.7 50.0 33.3 16.7 33.3 33.3 16.7 0.0 0.0 0.0 0.0 16.7 0.0 
運輸 (13) 7.7 23.1 15.4 0.0 7.7 0.0 7.7 7.7 30.8 0.0 15.4 30.8 0.0 
卸売 (43) 39.5 20.9 20.9 23.3 4.7 4.7 9.3 0.0 7.0 4.7 0.0 11.6 11.6 
小売 (43) 30.2 27.9 18.6 30.2 9.3 9.3 4.7 0.0 7.0 0.0 0.0 11.6 16.3 
宿泊 (4) 0.0 25.0 25.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0 25.0 
飲食 (9) 11.1 33.3 33.3 22.2 22.2 0.0 0.0 11.1 11.1 0.0 0.0 0.0 22.2 
不動産 (22) 18.2 13.6 0.0 9.1 18.2 0.0 9.1 0.0 4.5 0.0 9.1 27.3 36.4 
物品賃貸 (2) 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0 
医療・福祉 (30) 30.0 40.0 23.3 10.0 3.3 13.3 13.3 20.0 3.3 0.0 3.3 23.3 0.0 
サービス (54) 29.6 33.3 27.8 29.6 11.1 16.7 1.9 7.4 0.0 5.6 1.9 14.8 3.7 
その他 (18) 33.3 22.2 27.8 22.2 5.6 0.0 11.1 5.6 11.1 0.0 0.0 22.2 16.7 
無回答 (3) 66.7 66.7 66.7 66.7 33.3 33.3 33.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 
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福島県孤独・孤立対策官民連携
プラットフォーム

　ひとりぼっちだと感じる「孤独」。社会から離れ、

居場所のない「孤立」。

　孤独・孤立にならず、人と人とがつながり合うこ

とが重要です。

　そのため福島県では、県、市町村、民間団体の連

携（つながり）を強化し、横断的な情報共有および

情報発信を行うことで、孤独・孤立で悩む人々へ必

要な支援を届けるとともに、孤独・孤立を感じた方

がつながることのできる地域づくりを目指すことを

目的として、令和７年１月３０日、福島県孤独・孤

立対策官民連携プラットフォームを県内で初めて設

立しました。

　このプラットフォーム設立を契機に、福島県にお

ける孤独・孤立対策の推進への取り組みを加速させ、

福祉分野はもとより、幅広い分野・業種による連携

基盤（つながりづくり）を構築していきます。

　併せて、本プラットフォームの目的に賛同いただ

ける個人や団体の方の参加をお待ちしております。

　申し込みについては、福島県　孤独 で検索し、

申込書をダウンロード後、福島県社会福祉課へメー

ル又は、郵送でご提出ください。

福島県孤独・孤立対策官民連携
プラットフォーム設立記念講演会

「はじめる」から「かなえる」へ。福島県では、震災から10年を機に「ふくしまから 
はじめよう」からのバトンを渡す、スローガン「ひとつ、ひとつ、実現する ふくしま」
を策定しました。復興に向けて歩んできた「これまで」と、新しい未来に繋げていく

「これから」と、県民のみなさんひとりひとりの「今」を重ねたメッセージです。

　孤独・孤立対策推進について
　人と人との関係性やつながりが希薄化する中、社会に内在していた孤独・孤立の問題が顕
在化・深刻化していることから、令和６年４月１日に孤独・孤立対策推進法が施行されました。
　福島県では、孤独・孤立対策に関する施策を総合的に進めていくため、市町村および民間
団体などと連携しながら、県内への普及活動、情報共有・相互啓発活動を促進しています。

検 索ホームページで詳しい情報を公開しています。

福島県　社会福祉課

孤独・孤立に悩む人を
誰一人取り残さないふくしま

プラットフォーム設立記念講演会の様子プラットフォーム設立記念講演会の様子
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　プラットフォーム設立と同時に講演会を実施しま

した。講演１として「孤独・孤立対策の推進につい

て」内閣府孤独・孤立対策推進室の参事官補佐から、

孤独・孤立対策推進法や制度、全国の取組内容につ

いて講演いただきました。

　講演２では、「地域福祉の観点から孤独・孤立対

策の推進について」福島学院大学福祉心理学部福祉

心理学科教授から、県内民間団体の取組事例や身近

なつながりづくりについて講演いただきました。

講演１　孤独・孤立対策の推進について講演１　孤独・孤立対策の推進について

講演２　地域福祉の観点から孤独・孤立対策の推進について講演２　地域福祉の観点から孤独・孤立対策の推進について
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福島県孤独・孤立対策推進宣言福島県孤独・孤立対策推進宣言

孤独・孤立対策推進月間

　毎年５月は孤独・孤立対策推進月間となります。

福島県孤独・孤立対策官民連携プラットフォームで

は、県内３ヶ所（郡山市、いわき市、会津若松市）

で孤独・孤立対策の理解促進のために広報活動を行

います。

　昨年度はテレビ、ラジオCMや広報誌、ポスター

問い合わせ先

福島県社会福祉課　　　電話：024（521）7323

掲示を行い、各市町村窓口にも周知の協力をいただ

きましたが、今年５月からは活動を広げて本格的に

周知を開始します。詳しくは、福島県社会福祉課の

ホームページを確認するか、福島県　孤独 で検索
してください。

福島県孤独・孤立対策推進宣言

　講演会の最後には、「孤独・孤立に悩む人を誰一

人取り残さないふくしま」をスローガンに掲げ、福

島県孤独・孤立対策推進宣言を行いました。

　福島県が孤独・孤立対策を推進し、民間団体など

とのネットワークを構築することにより、重層的な

支援を可能とするため、今後さまざまな場面でこの

スローガンを使用し、連携・協働する意識の醸成を

図ります。
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［著者紹介］

神田　良
（かんだ　まこと）
明治学院大学名誉教授
一橋大学大学院商学研究科
博士後期課程修了、明治学
院大学経済部教授（経営組織
論、経営戦略論、人的資源管理
論ほか担当）を経て、2022年
に名誉教授。現在は（公財）
日本生産性本部、（一財）日
本科学技術連盟などで調査
研究を行い、東京商工会議
所中央支部で老舗企業塾の
創設に参加、企業内ビジネ
ススクールで主任講師を務
めるなど、実務に近い研究
教育にも従事している。

高井　透
（たかい　とおる）
新潟国際情報大学教授
早稲田大学大学院博士後期
課程修了（博士）商学桜美
林大学経済学部助教授（経
営戦略論、国際経営論を担当）、
日本大学商学部教授（経営
戦略論、国際経営論を担当）。
2024年より現職。日本大学
名誉教授。現在は、国際ビ
ジネス研究学会理事、戦略
研究学会理事ほか。中堅・
中小・ベンチャー企業の戦
略行動およびグローバル戦
略を中心に研究を進めてい
る。

一般財団法人
とうほう地域総合研究所
地域シンクタンクとして景気
動向調査やボーナス支給額
推計などの定例的な調査研
究や、「キャッシュレス」「経
済格差」等時宜を得た調査
研究を行い、機関誌「福島
の進路」誌上にて発表して
いる。また、自治体や事業
者に対するコンサルティング
も行っており、認定経営革
新等支援機関として常に経
営者の立場に寄り添う伴走
型の経営コンサルティングに
より、企業のバリューアップ
をサポートしている。
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